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＜連絡事項＞

・看護グループ研修のお知らせ

日　時：12月5日（月）12月6日（火）
　　　　　17:20～18:00
　　場　所：2階会議室
　　対　象：介護スタッフ
　　テーマ：「精神疾患と生活障害」
　　講　師：松川　智恵子
　※各自11/25までに出欠の入力をして下さい。

· 千葉　良Ｄｒ、11/21（月）都合によりお休みとなりますので周知お願いします。

· 広報・記録委員会～青仁会新聞12月号の俳句募集
　　　　　　　　　　　12月の季語：「風邪」

　　　　　　　　　　　締切日：11月25日（金）

　　　　　　　　　　　提出先：北病棟の赤坂ＣＷ・廣瀬ＣＷ

· クリスマス会～クリスマス会での、患者様への贈り物を検討し話し合っています。

· 医療事故対策委員会
他病棟にて、窒息事故が発生しました。誤嚥・窒息に関し、高齢者に問わずハイリスクがあ

る患者様をスタッフで把握して下さい。又、誤嚥・窒息事故発生時の対応を再度確認してい

きましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 三上　勇様～しけもくを持ち歩き、吸う事が確認されています。指導行うも、表面的

な理解を示している様子が伺えます。火災の危険等ある為、ナイトプログラム

で再度、しけもくを持ち歩かない・吸わない様患者様へ伝えていきましょう。

· 菊地　明子様～本日、仙台の義父様より衣料購入費として10万円が送金されてきています。

　　　　　　　　　一旦、医事の預かり金へ入金し必要時本人へ渡して行く事としています。

　　　　　　　　　本人へ、同内容伝え了解得られています。

＜注目患者様ケース検討＞

· 上村　みわ様～本日、「一人で外出してシャンプーやリンスを買ってきたい」との訴え聞かれ

ています。本日の使用分も無いとの事から、夕方の買い物時にスタッフと一

緒に行く事で了解をしています。引き続き、幻聴ある事から所在確認を密に行っていきましょう。

＜歯科＞

次回、診察　11/25（金）

· 三上　勇様～本日で終了となっています。

＜猪股Drケース検討・診察状況＞

· 伊藤　雄一様～主治医より、八戸駅内の本屋・ドトール・床屋を目的での外出が許可となっ　

　ています。日時：11/27（日）9：00～12：00　

· 井上　和美様～松尾歯科受診の為、11/19（土）11：00～12：00までの外出が許可となってい

ます。

· 中野渡　鉄男様～主治医へご家族様より、単独外出許可に関し同意出来ないとの返答が聞か

れている事を情報提供しています。本人へは主治医より、単独外出については現在、家族と調整中である事を伝えています。

· 日向端　庸男様～主治医より、血圧値安定している事から

血圧測定　1日３回→1回（朝のみ）へ、変更の指示が出ています。

精神薬の作用・副作用について勉強会を実施しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上口MNS

· 統合失調症は脳の病気です。遺伝や本人の性格、あるいは親の育て方にその原因があるとはいえません。

· 脳の神経伝達物質のバランスが崩れる為に引き起こされると考えられています。ストレスなど、何らかの原因によって、脳内で神経の情報伝達をする物質のバランスが崩れるために引きおこされると考えられています。

· 生まれながらの素因とストレスが発症の引き金になります。ストレスに対するもろさや神経の過敏さなどの生まれながらの素因に、日常的なストレス・生活環境などが加わることによって、脳内の神経伝達物質のバランスが崩れて発症すると考えられています。

· 統合失調症はまれな病気ではありません。およそ100人に一人（1％）の割合で発症するといわれており、誰にでもかかる可能性のある病気です。

· 人種、性別の違いはありません。16～40歳くらいまでの若い世代におきやすい病気です。地域、男女の違いなどで発病率に違いありません。

【陽性症状】

· 誰かの声が聞こえる(幻聴)・体の中に何かがいる(幻覚)。現実にないものを実際にあるように感じる事です。なかでも幻聴が多く、自分に対する悪口や噂となって聞こえたり、命令してきたりします。

· 他の人が自分の考えを知ってる/テレビで自分のことを話している（思考伝播）、誰かに見られている、電波を感じる（妄想）ありもしない事を思い込んでしまうことです。

妄想の種類としては

一被害妄想（他人から嫌がらせを受けていると思い込む）

一注察妄想（他人から監視されていると思い込む）

一誇大妄想（自分が偉大な人物であると思い込む）

等があげられます。

・その他の症状に、させられ体験、思考や行動の異常があります。自分の行動や考えが自分の意思で行っているのではなく、誰かに操られている、支配されていると感じるようになります。また、考えがまとまらず話のつじつまがあわない、支離滅裂になるようなことがあります。

【陰性症状】

· 陰性症状とは、本来あるべきものがなくなることを意味します。意欲の低下や感情の変化が少なくなるなどが代表的です。

一楽しいと感じられない（感情の平板化）喜怒哀楽などの感情表現が少なくなり、周りに対する関心や興味がなくなる。

一何もやる気がしなくて朝も起きられない（意欲の低下）意欲や気力が低下し、集中力や根気がなくなります。本能的な欲求が失せ、一日中部屋に引きこもる事もあります。

一人のいる所へ出たくない（引きこもり）考える力が低下する為に会話や言葉数が少なくなります。また、他人とのかかわりあいを避けるようになります。

【症状の経過】

一前兆期～はっきりとした症状はなくても、眠れない、周囲が騒がしく感じる、あせる、イライラするなど、つらい状態になることもあります。

一急性期～幻覚や妄想、眠れない、ひぢい不安や興奮などのはっきりした症状が現れます。反対に全く反応がなくなったかのような状態になることもあります。

一消耗気（休息期）～急性期の激しい症状の為にすぐ疲れる、何もやる気がしない、楽しいと感じられないなどのエネルギーが消耗した状態となり、休息が必要な時期です。眠りすぎると思うほど眠るようになります。

一回復期～睡眠は十分にとれ、休息がとれると少しずつ回復が始まります。ゆっくりと活動の範囲が増えたり、やることが増えてきます。

【症状と社会生活】

統合失調症はその様々な症状のために社会生活に影響がある病気です。その治療は、薬物療法と心理社会的治療が中心により行なわれます。

一社会とのかかわりが難しくなり陰性症状や陽性症状の他に、認知機能障害や不安・抑うつ症状があり、人付き合いがうまくできないなど、社会とのかかわりが難しくなることもあります。

治療は薬物療法と心理社会治療を組み合わせて行なわれます。薬物療法によって症状をコント　ールし、心理社会的治療によって生活するためのリハビリをします。

【病気の脳でおこっていること～薬を飲むとどうなるのか～】

抗精神病薬は、ドパミンの受容体をブロックし、ドパミンによる神経伝達を抑えて症状をやわらげます。

【代表的な抗精神病薬】

抗精神病薬には大きく分けて、昔からある定型抗精神病薬と、新しい薬剤の非定型抗精神病薬があります。

定型薬　　　　　　　　　　非定型薬

コントミン　　　　　　　　エビリファイ

セレネース　　　　　　　　ジプレキサ

フルメジン　　　　　　　　セロクエル

レボトミン　　　　　　　　リスパダール

ロドピン　　　　　　　　　ルーラン

【抗精神病薬の副作用】

抗精神病薬を飲んでいると、錐体外路症状という運動の機能や筋肉の働きにかかわる副作用が現れる事があります。

～パーキンソン様症状（小刻み歩行・体がこわばる）～「動作が鈍くなる」「手が震える」「体が前屈みになって小刻みに歩く」「手足の筋肉が緊張する」などの症状は、錐体外路症状の中でも特徴的なものです。これらの症状はパーキンソン病の症状と似ている為、パーキンソン様症状と呼ばれています。

～ジストニア（目がつり上がる）～筋肉の収縮や硬直が維持した状態となり、口・舌・顎・顔面・首・手足などがつっぱって、ねじれるようになります。特に、首がひきつれたような状態になったり、眼球が上の方に向いた状態になることが良く見られます。

～アカシジア（肢がムズムズする）～肢がムズムズしたり、さわさわしたりじっとしていられなくなって動き回ります。また、不安や焦燥感といった精神症状が現れる事もあります。

～遅発性ジスキネジア（口や舌が勝手に動く）～主に口の周りが無意識に動くのが特徴で、長期の服用によって引きおこされます。口ももぐもぐと動かしたり、舌を突き出す、手足や体全体にゆっくりねじれるような動作がおこるようになります。

【自律神経症状】

抗精神病薬を飲んでいると、自律神経が調節している臓器にかかわる副作用が現れる事もあります。

～口が渇く、便秘、おなかが張る（＝抗コリン作用）～口が渇く、便秘、おなかが張る、おしっこが出にくい、という副作用は、抗精神病薬を飲むとよく見られます。

～立ちくらみ（起立性低血圧）（＝抗アドレナリン作用）～立ちくらみをおこすことがあります。このため、横になった状態から急に立ち上がった時に転倒しやすくなるので注意が必要です。

～心臓がドキドキする～動悸や不整脈などの心血管系の副作用が現れることもあります。

～眠気（日中）（＝抗ヒスタミン作用）～鎮静作用の強い抗精神病薬を飲むと眠気やだるさ、集中力の低下などの副作用が現れやすくなります。

【性機能障害（男・女）】

抗精神病薬を飲むと、プロラクチンというホルモンが多くなり生理不順・生理がない・おっぱいが出る・胸が大きくなる・勃起障害・射精障害などの副作用が現れる事があります。

【代謝異常】

抗精神病薬を飲んでいると、生活習慣病に結びつきやすい体重増加や肥満、脂質異常症が見られる事があり、放置したままでいると糖尿病を発症する場合もあります。

～体重増加・肥満・脂質異常症（高脂血症）～抗精神病薬を飲んでいると、体重が増加して肥満になったり、脂質異常症（高脂血症になりやすくなります。

～糖尿病～抗精神病薬を飲んでいることによっておこる体重増加や肥満が糖尿病の引き金になることや、一部の抗精神病薬では糖の代謝が悪くなるので、糖尿病になりやすいことが知られています。副作用の口の渇きのために、糖分が多くふくまれている清涼飲料水を大量に取りすぎる事も、糖尿病になりやすい原因になっています。

【特に注意が必要な副作用】

抗精神病薬を飲んでいると、重篤な状態や命にかかわるような症状が現れることがあるため注意が必要です。

～水中毒～抗精神病薬を飲んでいると、「水中毒」と呼ばれる、水を飲まずにはいられなくなり1日に何ℓも水を飲むという異常な行動が引きおこされる事もあります。水中毒になると、軽い場合には頭痛や嘔吐症状が現れ、重篤になるとけいれんや昏睡などの意識障害や突然死を引きおこすことがあります。

～悪性症候群～めったにおこるものではありませんが、抗精神病薬を飲んでいることによって突然に38℃以上の高熱が出て、筋肉が硬直したり、ふるえ・発汗・頻脈・意識障害などの症状をおこすことがあります。これは「悪性症候群」といわれ、ときに命にかかわることもあるため注意が必要です。

※副作用についての看護は次回の勉強会で説明します。

